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	 思春期というのは、子供の性的な能力

が非常に拡大する時期です。思春期のこ

とを表面的に話すのであればなんとで

も話せるのですが、それでは問題の解決

には全然いたりません。思春期の問題の

本質というのは、子供が性的に成熟する

ということで、性について話をしないと

思春期を誘導することはできないとい

うのが僕の考え方です。  

性を誘導する、性を導くとはどういう

ことなのか、というのが今回の講演のテ

ーマです。野草社から出ているルドル

フ・フォン・アーバンという方の本「愛

のヨガ」第２章に、子供の性的発達とい

う部分があります。これは大変な名著で、

私はこの本は非常に奥の深い重要な本
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だと思っています。何度も繰り返して読

んでいます。性についてこれだけ奥深く

非常に深いところから語られている本

はないので、非常に参考になると思いま

す。  

フロイトは「性欲は赤ちゃんのときか

らある」と言っています。性欲が高まっ

て性ホルモンの分泌が盛んになり、体が

劇的に変化する時期が２回あります。１

回目が３才から５才の第１反抗期、２回

目が 12 才から 18 才の第２反抗期、すな

わち思春期です。大人たちはこの時期に

反抗期という名前をつけますが、これは

非常に具合が悪いと私は思っています。

反抗期ではなくて独立期とか自立期と

言うべきです。反抗期だ、親の言うこと
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を聞かなくなった、いかにして親のいう

ことを聞かせようかというものの考え

方をしたら、これは完全に性を導くこと

に失敗したことになります。そうではな

く、独立期にかかったのだから、いかに

子供を自立させてあげようかと考える

べきです。独立期には、３才から５才の

時期と 12才から 18才の時期があります

が、子供が自立して自分が一人前だとい

うことを周りの人に理解してもらいた

い時期なのです。だからこの時期の子供

に対して、親あるいは教師が子供の自立

を助けてあげるようにすると、子供はそ

こをうまくくぐり抜けて成長していけ

ます。ところが反対に、子供の自立心を

損なうような導き方をすると、子供が未
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成長のまま止まってしまい、性が発達し

ません。失敗の一番の原因は、子供を子

供扱いすることです。これが一番いけま

せん。  

思春期というのは、自分が一人前の人

間であるということを周りにアピール

したい時期なのです。それをどうやって

うまく導いてやるかというと、あなたは

本当に一人前の人間だ、ということを周

りの人が認めてあげればいいのです。そ

うしたら、そこを速やかに通り抜けてい

きます。ところが、親は言うことをきか

せるのが親の力量だと思っているよう

で、その時期の子供の行動を生意気だと

とってしまいます。まだ中学生の分際で、

という感覚でとってしまう。そして、「子
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供のくせに」とか「おまえはまだ中学生

なんだから」とか言う。これほど子供の

独立を阻害することはありません。これ

は禁句です。親や教師が言葉でこれを言

うと、子供からの信頼を失い、相手にさ

れなくなります。子供が自分を認めても

らいたいという時期なんだから、それを

素直に親や教師が認めてあげる、一人前

の人間として扱う。そうすると子供はす

っと成長し、自立していくわけです。非

常に簡単だと思います。  

思春期以前の子供は、叱りつけたり怒

鳴りつけたりしたら、それなりに言うこ

とをきいてきたわけです。ところが思春

期になるとそういうのではきいてくれ

ません。体格が大きくなって力量もパワ
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ーもだんだん親に近づいてきます。そう

なると、言葉の暴力や殴ることで躾けよ

うとしても、言うことをきいてくれなく

なるわけです。これは子供に対する、思

春期ということに対する理解が非常に

足らないという気がします。  

大人も子供も、人間の要求には二つの

方向性があります。その一つは愛情要求、

自分が大切にされたいという愛情の要

求です。もう一つは独立要求、自分のこ

とを認めてもらいたいという要求です。

これらは、どんな人も持っている人間の

中で最も基本的な要求です。そして人間

には、この二つの要求が満たされている

人と、満たされていない人がいるのです。

実は、ほとんどの人間は愛情要求と独立
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要求の両方とも満たされていません。こ

れは冗談でもおおげさでもなくて、おそ

らく地球人の 99％の人間は愛情要求も

独立要求も満たされていません。そのま

ま大人になっています。僕はこういう人

たちを未成熟な大人と呼んでいます。現

代の心理学的用語でいえばアダルト・チ

ルドレンです。自分の中に傷ついた子供

がいて、そのまま大人になっている。ア

ーバン博士はこのことを性的な未成熟

という言い方をしています。  

二つの要求のうち、特に大切なのは愛

情要求です。私はいままでに何回も子育

ての講演をしてきましたが、最初からず

っと話してきたことのほとんどが、愛情

要求をいかに満たすかということです。
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その中で、愛情要求を満たすために「子

供のあるがままを受け入れてください」

と言ってきました。「お父さんはおまえ

にこうなってもらいたい。こうなったら

愛してやる。」という条件付きの愛情の

かけ方をしないということです。そうで

はなくて、「おまえがどんなふうでもい

いんだよ。いてくれるだけでいいんだ。」

という感覚です。自分の子供が誘拐され

たら、そんな気持ちになるでしょう。命

さえあったらいい。もう勉強のことなん

て言うまいぞ、って気持ちになるでしょ

う。その感覚です。「生きていてくれて

たらいいんだ。お父さんはおまえがいて

くれたら十分なんだ。」そういう愛情の

かけ方です。そういうふうに子供に接す
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ると、子供は愛情要求が満たされること

になるのです。そして、「自分は本当に、

お父さんとお母さんに大切にされてい

る。」と思って育ちます。  

ところが、この愛情要求を満たされる

か満たされないかが、生後の一年ぐらい

で決まってしまうのです。これは本当に

恐いことです。それで僕は胎児の頃から

生後１年までの子育てというのを重要

視していて、そこに膨大な時間をかけて

話してきました。  

アーバン博士の本「愛のヨガ」の中に

も、こう書いてあります。『たいていの

親たちは子供の才能を伸ばしていくた

めの努力を少なくともいくらかは払う

ものだ。子供の愛情生活についても同様
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であるべきで、それは乳児期に始められ

るべきである。赤ちゃんを授乳のために

抱き上げるときに、赤ちゃんの、肌に触

りたいという本能を触発する機会を与

えていく。スキンシップの少なかった子

供の死亡率は、十分であった子供より

30％も高い。』この一行を考えただけで

も、出産したときに赤ちゃんが母親のと

なりに寝ているかどうかが決定的な意

味を持つということが分かります。赤ち

ゃんだけがカプセルみたいなところに

入れられていて、両親がガラス越しにし

か見られない環境が、いかに子供の愛情

生活を破壊するかということ。そういう

わけで、どこで出産するかを親はちゃん

と考えないといけません。出産した子供
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を自分のとなりに寝かせることができ

る場所で出産しなくてはいけない。なぜ

かというと、子供が性的に成熟するよう

に育ててあげないといけないからです。 

また、別のところにすごいことが書い

てあります。『生き残った者も、その後

の愛情生活において、大きな違いを見せ

ている。おとなになった彼らは、パート

ナーに対して不人情で、自己中心的で、

優しさに欠ける。そして社交性に欠け

る。』これは現代の大人のほとんどに当

てはまります。自分の夫のことを考えて

みて下さい。どうですか？自分に対して

本当に愛情深い言葉をかけてくれます

か？	 違うでしょう。  

これは、なぜかというと、今の大人が
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愛情要求が満たされていないからなの

です。子供の頃にスキンシップが足らな

いのです。本当に子供を大切に育てて、

スキンシップを十分に与えた子供とい

うのは、全く動物や生き物に対して残虐

な行動をとりません。ものすごく大切に

します。ところが、アリを見たら踏みつ

ぶす、カエルを見たら踏みつぶす、そし

て投げつけるということを子供はよく

やります。そういう子供はスキンシップ

が足らないのです。子供のころに十分抱

いて育てていない。  

看護婦さんや保母さんがよく親に言

うのですが、「そんなに抱いたら抱き癖

がついちゃうよ。」と。これは大人の論

理です。大人はそういう風に言ったほう
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が楽ですから。そうやって子供の性的な

欲求をおさえてしまいます。子供が“抱

っこされたい”というのは性欲なのです。

その性欲をちゃんと満たしてやる。だい

それたことじゃないんだから、ちゃんと

満たしてやる。そうすると愛情要求が満

ちてくる。そういう子供はものすごく優

しい子供になるんです。簡単な言葉でい

うと、十分に愛された子供というのは人

を愛せるようになる。ところが愛されな

いで育った子供は人を愛せないんです。

非常に簡単なことですが、本当にそうな

んです。  

今、ものすごく面白い本が出ていて、

タイトルは「話を聞かない男、地図が読

めない女」です。この本は推薦図書です。
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アラン・ピーズとバーバラ・ピーズとい

う夫婦が共著で書いている本で、主婦の

友社から出版されています。これはすご

く面白く、心の底から納得できる本です。

男の思考の仕方と女の思考の仕方がど

のくらい違うか、どういうところでトラ

ブルを起こすかがユーモアのセンスを

交えて克明に描かれていて、かなり笑え

ます。笑えるだけではなくて、男女のコ

ミュニケーションについて大事なこと

もたくさん書いてあります。  

特にこの中で、子供のスキンシップの

ことについて『ふれあいの魔力』という

題で書かれているところがあります。そ

こをざっと飛ばし読みします。  

『相手に触れる。それは生命を与える
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ことだ。サルの赤ん坊を他のサルから完

全に孤立した状態にして育てたら、ふさ

ぎこみ、体調を崩して、やがて死んでし

まった、という報告がある。親に面倒を

見てもらえない人間の子供にも同じこ

とが言える。生後 10 週から６ヶ月の赤

ん坊を対象にした興味深い研究がある。

母親にしょっちゅう触れられていた子

は、そうでない子供よりも風邪をひく率

が圧倒的に低い。』（50 ページ）  

ちゃんとスキンシップをされて育て

られたら病気が少ないということです。

親があまり子供を抱っこしてないと、子

供はしょっちゅう病気をします。例えば

１ヶ月に何回も病院に行かないといけ

なくなります。ところが、本当に大切に
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十分に抱いて育てたら全然病気をしな

い。ですから、子供がよく病気をする、

風邪をひく、おねしょをする、夜泣きを

する、というのは全部、愛情の不足、愛

情要求が満たされないということなの

です。  

次にも面白いことが書いてあります。 

『神経症、鬱病の女性患者（これは大

人のことでしょうけど）。神経症、鬱病

の女性患者は誰かに抱きしめてもらう

回数が多くて、また、その時間が長い人

ほど回復が早かった。』（50 ページ）  

鬱病患者、思春期の引きこもり、ある

いは登校拒否。本当は恋人でもいて、そ

の人にじーっと抱きしめてもらったら

すぐ治るのです。でも、残念ながら引き
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こもっている人に恋人はいませんから、

こういう治療はできません。では本物の

心理療法士はどうするかというと、まず

部屋に入れてもらうことから始めます。

どうやって入れてもらうかというと、な

かなか入れてくれませんが、とにかく毎

日同じ時間に通うのです。そのうち絶対

に入れてくれる。なぜかというと、そう

いう人は愛情に飢えているからです。毎

日その時間にその人が来るのを楽しみ

にするようになります。はじめは反抗心

とか大人に対するいろんな偏見がある

から入れてくれないけど、必ず部屋に入

れてくれます。  

入れてくれたら、心理療法士は引きこ

もっている人に対して何も言いません。
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何も言わないでそばに静かに座って、一

緒の時を過ごします。ただそばに一緒に

いてあげます。１時間、２時間、何もし

ないで、何も語らないでじっとそばにい

て相手を感じてあげるのです。毎日これ

をやります。そうすると、だんだん子供

の方から声をかけてくれるようになっ

てきます。そうしたら、子供がしゃべっ

たことを全然批判しないで、ただそのま

ま聞いて受け入れます。「そうだよね、

そうだよね。」と。絶対にそれに対して

大人の意見を言わない。「それ、おまえ

甘いんじゃないの。」とか、「それ、子供

っぽいんじゃないの。」とか絶対に言わ

ない。ただ聞いてあげる。そうすると、

「この人は僕の言ってることを受け取
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ってくれる、分かってくれる」と思って、

悩み事を本当に話し始めます。そうする

と次第次第に治っていきます。これが一

番簡単で、絶対的効果の治療方法です。

実はこれは、その本に書いている『抱き

しめてもらうその時間が長い』というこ

とを、精神的にやっているのです。僕は、

プラトンはこのことをプラトニックラ

ブって言ったと思っています。そういう

能力を身につけている人が心理療法士

になれる人です。  

	 思春期で引きこもったり登校拒否に

なったりとか、いろんな悩みを心でかか

えて家庭の中でトラブルを起こしてい

る人は、ほとんどの人が愛情に飢えてい

る人です。それは、小さい頃にもらえな
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かった愛情を、なんとかそのときに取り

戻そうとしているのです。親がそのメッ

セージに気づいて、そのケアをしてあげ

たら、その子供はそこを取り戻すことが

できます。そして、愛情の要求を獲得し

てその時期を通過し、独立の要求の時期、

思春期へ進んでいけます。  

子供の時に愛情の要求を満たしてあ

げないで育ててしまったかもしれない。

失敗したかもしれない。そして未成熟の

まま成長してしまい、思春期で引きこも

ってしまった、登校拒否になった、とし

たら、子供から愛情に飢えているという

メッセージが発せられているというこ

とで、子供の内に潜在化していた問題が

浮かび上がってきたということです。そ
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してそれを解決するまたとないチャン

スなわけです。ところが、親の方がこの

最高の治療のチャンスを逃してしまう。

ちゃんと愛情に対するケア、子供に対し

てちゃんと向き合う、誠実に向き合う、

子供に十分な愛情をそそぐ、ということ

をしないと、せっかくの治療のチャンス

を逃してしまいます。そして、そのまま

大人になってしまいます。  

そうすると、こういう子供は、社会不

適応や神経症になったり、鬱病患者にな

ったり、あるいは大人になって、一応ふ

つうの人間なのだけれど、ちょっと誰か

に傷つけられると落ち込んで部屋から

出られないような人になってしまう。そ

ういう人は今たくさんいます。そういう
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人には躁の時期と鬱の時期があります。

この躁鬱症の人というのは、実は性が未

成熟、言い換えると愛情要求を受け取っ

てない人なのです。そのような人は自分

に自信を持っていません。自分には才能

がないかもしれない、魅力がないかもし

れない、それでも自分は生きてていいん

だ、自分は愛されているんだという自信

がない。そういう自信がない人は少し傷

つけられるとドーッと落ち込んでしま

います。そして鬱になってしまい、そこ

から回復するのに時間がかかるわけで

す。それで愛情の要求というのはとても

大切で、ここの部分を幼児期に十分に満

たしてやると、思春期は非常に乗り切り

易いわけです。もうちょっと読んでみま
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しょう。  

『子育てと暴力の関係の研究で第一

人者である人類学者のジェームス・プレ

ストンは、子供に愛情のこもった接触が

なされない社会（現代社会のことです

ね）、愛情のこもった接触がなされない

社会ほど成人の暴力発生率が高いとい

うことを発見した。愛情豊かに育てられ

る子供の方が、健康で幸福な大人になる

ことが多い。性犯罪、児童へのいたずら

に走る男は、子供の頃から人から拒絶さ

れたり暴力を振るわれてばかりで、抱き

しめられた経験が少なかった傾向があ

る。』 (50 ページ）  

このように、研究結果がはっきりとで

ているわけです。  
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今、少年犯罪が多発しています。その

原因について、躾がなっていないからだ

とか、我慢することを教えていないから

だとかいう人がいます。しかし全然違う

んです。愛情要求が満たされていないと

いうのが解答です。具体的に言えば、子

供をあまりにも早く保育園に預けすぎ

るからだ、ということを、私はずっと講

演の中で言い続けてきました。子供がま

だ、ものすごく愛情を必要としている時

に保育園に預けてしまう。そういう子供

が成長して思春期になって力を蓄える

と、性犯罪とか暴力に走ってしまうので

す。そうなると、そこに警察、心理療法

士、心理学者が関わる必要が生じ、学校

の先生も対応に迫られることになりま
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す。いろんな人が迷惑するし公的にも膨

大なお金が使われるわけです。その一方

で、今の政治家は親のニーズだからと保

育園をたくさん作る。お金の使い方を完

全に間違えていると思うのです。それよ

りは、ちょっと政府が、子育ての時期の

家族への補助などの形で資金投入して、

愛情要求をたっぷりと満たす子育てが

できるような社会環境を作れば、優しい

子供が育って犯罪も減り、結果としてそ

の方がかかるお金が少なくて済むと思

います。社会平和にも繋がります。ここ

のところをみんなに理解してもらえた

ら、社会を変革できるのではないかと、

私はずっと話してきたのです。  

愛情要求が一方の核心になる大切な
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要求です。ぜひ十分に子供を抱っこして

あげてほしいと思います。  

今、性非行が問題になっています。こ

れについて、少しお話ししましょう。  

ほとんどの男性は、結婚した後は妻を

性欲を満たす対象にしてしまって、ただ

それが満たせればいいんだとなってし

まいます。ところが女性は違います。女

性は、男性に抱きしめてもらいたいとい

う気持ちが大きいんです。  

これも研究報告があるのですが、娼婦

の人になぜ娼婦をしているかというア

ンケートをとったそうです。その理由と

して数字的にすごい比率であったのが、

セックス自体は実際には男性に抱きし

めてもらうための代償であり、我慢すれ
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ばいいんだと、ほとんどの娼婦の人が思

っているとのことでした。これは、いか

に愛情要求が満たされていないかとい

うことだと思います。そういう人がそう

いう世界に入ってしまうのは、肌の触れ

合いが足らないからということなんで

す。  

愛情要求が満たされている人は自分

がすごく大切な存在だということを知

っています。なぜかって、大切にされて

きたから。だから自分を大切にします。

それで性非行になんて絶対走りません。

なぜかというと、性非行って自分を軽ん

じる行為でしょう。自分を大切にしない

行為でしょう。だからそういうことを絶

対にしません。ところが愛情要求が満た



 
思春期の親子関係 

[1] 思春期の入り口 
 

28 
 

されていなくてすごく軽んじられて育

った子供というのは、愛情要求とか肌の

触れ合いを求めて性非行に走ることが

すごく多いんです。子供をそういう犯罪

に導かないためにも、肌の触れ合いとい

うのはすごく大切です。アーバン博士は

小学校の６年生ぐらいになるまでは、最

低週に２、３回は子供を母親のベッドに

一緒に入れて寝てあげなさい、朝 30 分

でいい、夜 30 分でいい。少なくとも 30

分ぐらいは母親のベッドに入れてあげ

なさいと言っています。大人の女性もそ

うで、夫に抱きしめてもらいたいという

気持ちが大きい。本当は、触れ合いとか

優しい言葉かけとかが日常の中であっ

てはじめて、女性は“夫は私をすごく大
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切にしてくれている”という自覚を持つ

ことが出来ます。それで性交渉がうまく

いくわけです。ところが男性は普段、全

然優しくありません。女性の話も全然聞

きません。うっちゃっといて性欲が高ま

った時だけ手をにぎります。そうすると、

女性は男性に対して不信感を持ちます

から、性感が高まらない。セックスが義

務になっていきます。若いときは両方と

も性欲があるからある程度は反応する

わけですが、だんだんと 30 歳、35 歳に

なってくると反応しなくなります。男性

は女性のせいにします。おまえが悪いと。

そうではなくて、男性の女性に対する扱

い方がおかしいということです。なぜお

かしいのかというと、男性が未成熟なん
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です。大人になっていない。このことは、

私はものすごくゆゆしき問題だと思っ

ています。  

ようするに、男性も女性も未成熟なわ

けで、そういう人が子供を育てるんだか

ら、子供が成熟するはずがない。成熟し

た人間を育てるには、抱いてスキンシッ

プを十分に与えて育てるしかない。では、

どうすればいいかというと、夫婦の間で

スキンシップの時間をたくさんもつ必

要があるんです。アーバン博士はいいこ

とを言っています。『ダブルベッドにし

なさい。必ず夫婦で手を握り合って体を

くっつけて寝なさい。』これは、本当に

そうだと思います。仲のいい夫婦ってい

うのは必ず手を握り合って寝たりとか、
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スキンシップが非常に多いです。十分、

夫婦のコミュニケーション、対話がとれ

ています。だから男の人が女の人を軽く

抱いたりとか、抱きしめてじーっと女の

人を感じるということをよくやってい

ます。恋人のときにしていたように、夫

婦になってもそうやってるんです。男性

が手を握って、妻の手を感じてあげると

いうことをやってます。肩を抱いて、腰

に手をまわして、その妻を感じてあげる。

いつもそうやっていると、「私は愛され

てる」と思うから、性的な部分でも非常

にうまく反応してくれて、夫婦は円満に

なるわけです。ところが、今のほとんど

の男性は、全然日常でそういうことをし

ないで、仕事ばかりやってて、帰ってき
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ても妻の話をぜんぜん聴かない。そして

自分の性欲が高まって来たときだけ手

を握るということをやっているので、絶

対うまくいきません。大人にも抱きしめ

られたいという要求があるんです。  

まして、子供はそうです。だから、ス

キンシップの時間をたくさんもって、十

分に愛情の要求を満たして子供を育て

ると、人の気持ちっていうのが理解でき

る、そういう子供が育つわけです。  

以上の愛情要求を満たすことが第一

点で、一番大事なことです。それが足ら

ない子は、まずそれを満たしてやらない

といけない。その満たし方は、スキンシ

ップと、『私はね、今のあなたが好き。』

というメッセージです。例えて言うなら、
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子供が誘拐された時の気持ちです。『子

供が生きていてくれたらいいんだ。十分

なんだ。お父さんはお前がいてくれるだ

けで十分なんだ。』そういう気持ちで関

わる。そうするとだんだんと愛情要求が

満たされてきます。  

次に大事なのは、思春期あるいは反抗

期に子供が要求する独立要求です。  

独立要求というのは、自分の能力を知

らしめたい要求です。動物はみんなそう

です。成長して思春期になると、子別れ

の義をします。親が子供をテリトリーか

ら追い出します。そして子供は放浪しま

す。それから性が発達して大人になって

くると、自分のテリトリーを作るための

闘いが始まります。思春期というのはそ
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ういう時期なんです。性が爆発的に出て、

男女の性差がはっきりとしてきます。そ

して、メスを獲得するために自分のテリ

トリーを確立して、自分を知らしめる行

動をし始める時期なのです。  

これは別の言い方をすると、親が子離

れしないといけない時期です。人間の思

春期は 12 才から 18 才ですが、野生の動

物ならもっと前に、人間の年齢でいうと

小学校の４、５、６年生の時期にもう追

い出しています。家から出て行けと。人

間はそういうことをしないので、一緒に

暮らしていて、思春期を向かえるわけで

す。思春期の時期は、あらゆる動物がテ

リトリーを獲得するため、メスを獲得す

るために闘争をやっている時期です。そ
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れが人間の子供の場合は、スポーツだと

か勉強だとかいろんなことで自分の能

力を人に見せようとします。子供の発達

としては当たり前のことで、自立して大

人になろうとしているわけです。だから

この時期の子供は、何かで人よりも抜き

ん出て、自分がこんなことができるって

ことを評価してもらいたいわけです。勉

強をやったりあるいはスポーツで一生

懸命やったり、優勝したりいい成績を残

すことで自分を評価してもらいたいわ

けです。こういうときの子供は、表面的

には自分のやったこと、自分の発見した

こと、自分が勉強ができること、そうい

う能力を評価してもらいたがっている

ように見えます。でも、本当の心の中に
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ある欲求はそういう能力に対する評価

ではなくて、彼そのものへの賞賛なんで

す。彼がした仕事ではないのです。例え

て言うと、画家が素晴らしい絵を描いた

とします。「素晴らしい」と、この絵が

いくら評価されても、その人の独立要求

は本当には満たされていません。絵が評

価されて、社会的に高い地位につく。こ

れは社会に認知され、社会的に自立した

というレベルでは満足します。けれども、

独立の要求は満たされません。独立の要

求が満たされるというのは、彼そのもの

に対する評価であって、絵に対するもの

ではないんです。「この絵が素晴らしい」

だけじゃなくて、「あなたが素晴らしい」

と言って欲しいわけです。だけども誰も
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認めてくれないから、まず絵を評価して

もらう、音楽を評価してもらう、自分の

やった研究を評価してもらう、というこ

とになる。けれども本当の人間の心の中

にあるのは、「僕はあなたが素晴らしい

と思うんだよ。あなたにいてもらえると

嬉しいんだ。」そういうふうに評価して

もらいたいわけです。だから子供の存在

自体を評価してあげることが大切なわ

けです。  

子供は独立して大人になりたがって

います。だから子供に対してどういうふ

うに接したらいいかというと、あなたは

本当にもう一人前の立派な大人なんだ、

そういう接し方をします。「まだ子供な

んだから」とか、「経験が足らないんだ
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から」とか絶対に言ってはいけない。あ

なたはもう十分に私と同じ人格をもっ

た大人なんだ、そういう接し方をして、

子供をちゃんと一人前の人間として認

めてあげる。そうして、今までは権威と

しての親の役割だったのが、友人とかア

ドバイザーとしての役割に変わってい

きます。そうやって接していくと、子供

は自分の独立要求が満たされていき、自

分は本当にお父さんお母さんに認めら

れていると感じられます。そういう子供

はちゃんと自立して大人になることが

できます。大人扱いされているから。大

人扱いされているから大人になる。非常

に単純です。  

ところが今のほとんどの家庭ではす
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ごく子供扱いをします。「お前はまだ子

供なんだ」とよく言いますが、それは子

供扱いしているということです。子供扱

いをして育てたらどうなるかというと、

その子は自立できないで子供のままに

なります。これの一番の典型の例がマザ

コンです。子供がお茶って言ったらハイ

ハイハイとお茶を出してくれる。子供が

片づけないから親がちゃんと整理整頓

してやる。親がかいがいしく全部やって

やる。子供扱いしているわけです。この

ままではどうにもならないです。もし反

抗期になって親とチャンバラをしなか

ったら、この子はそのままマザコンにな

る。そして、そういうマザコンの子供が

結婚すると、たいがいの場合親と一緒に
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住みます。これはえらいことになります。

母親とお嫁さんの戦いが始まります。ど

っちが息子をとるか、戦いが始まる。お

嫁さんが夫を自分のものにするために

は、徹底的なマザリング、母親以上に母

親になりきらなければなりません。夫に

対して母親がやる以上に完璧なマザリ

ングで接して、自分の夫を赤ちゃん扱い

して丁寧に丁寧に扱う。すると夫は満足

して、妻は姑さんを排除することに成功

します。でも夫婦関係という意味では破

綻してます。これは一方的な関係です。

ほとんどの日本人の男性は、まだこの段

階です。  

だから僕が言いたいのは、そういう人

間を作らないためにも、独立要求を満た
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してやる、ちゃんと大人扱いする。そう

するとマザコンにならないで育ちます。

子供を一人前の人間だというふうに接

して育てていくと、子供は自立して自分

のことは自分でやれるようになります。

それだけではなくて、自分の立場を離れ

て相手を思いやれるようになります。さ

らに人に感謝できる人間になります。世

の中には、自分を支えてくれる人がいっ

ぱいいるはずです。ですが、その人に対

する感謝の心をほとんどの人が持って

いません。なぜかというと、独立の要求

が満たされていないからです。  

例えば、マラソンの T 選手。あの人は

ものすごくみんなに感謝しています。な

ぜかというと、多分彼女は独立要求が満
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たされている人だと思うんです。そうい

う人は、ものすごく自分を支えてくれる

周りの人に対して感謝します。うそ偽り

でなくて、本当に感謝の気持ちがあるん

です。そういう風になると、他の人を尊

重する人間になる。子供のときに、すご

く自分を尊重されて育てられてきたの

でしょう。だから、人を尊重できる人間

になります。  

ある人は学歴が低いかもしれない、あ

る人は発展途上国の人間かもしれない、

ある人は社会的な地位が低いかもしれ

ない。独立要求を満たしていない人はそ

れで人を差別します。なぜかというと、

自分より下の人がいることで、自分がち

ょっとましだと思うからです。ところが、
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独立要求が満たされていて、すごく自分

を大切に尊重されて育った人は人を尊

重できるから、そういう差別心を持たな

い。これがいかに大事なことかお分かり

いただけると思います。  

教育現場では、差別をなくそうとか言

って同和教育をしています。しかし、そ

う言っている親とか教師が子供を尊重

していません。まだ子供なんだからと見

下しています。何か躾けないといけない

家畜のように見ているようです。そうや

って育てておいて、一方で差別をなくそ

うって言っている。これは絶対に出来な

いことをしているわけです。私は、学歴

に対する差別、身分に対する差別、お金

持ちかどうか、そういうものに対する差
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別が一切無い、成熟した人間を育てたい

んです。そして差別のない社会になって

欲しい。そうするためには、子供の独立

要求っていうものをきちんと満たして

やることだと私は考えています。  

独立要求と愛情要求という、人間の要

求に二つの方向がある。これはすべての

人間が基本的に満たさなければいけな

い非常に大切な要求であるということ

を話しました。本当に親が子供の二つの

要求をきちんと満たして育ててあげる

と子供は本当にいい子に、素晴らしい人

間に育ちます。愛情要求をたっぷり与え

て育てた子供というのは、ものすごく優

しい子になります。人に本当に愛情を振

りまける人間になります。生き物をすご
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く大切にして、可愛がって…。  

自慢話のようになりますが、うちの子

はすごく愛情要求を満たして育てまし

た。友人が僕の所に軽自動車を持ってき

てくれました。中古車の古い５万円の軽

自動車なんですけれど、今までは軽トラ

ックで家族３人が乗れませんでしたか

ら、我が家ではその車は宝物なんです。

妻も子供もすごく気に入っていて大事

にしています。子供が家に帰ってきて、

まず何をするかというと、車をなでて挨

拶をします。あるときは、子供が家の中

から、何か外に向かって手を振っている

んです。「誰に手を振ってるの？」って

聞くと、車がホンダのトゥデイなんです

けど、「トゥデイちゃんに手を振ってる」
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って言うんです。振ったって意味ないん

じゃないかと思いますけど、そんなこと

をしている。本当に子供というのは、車

にも愛情を移入してしまうというよう

なところがあって、すごく大切にするん

です。虫も本当に一匹も殺しませんし、

犬でも、子供はものすごく慈しむように

愛撫して、鼻をくっつけあったりしてい

ます。よくこんなことできるなと思うけ

ど、そういうことを自然にやっています。

かと思うと、トカゲとかヤモリとか手の

上にのせて「可愛い、可愛い」と言って

いる。このように、すごく優しい子に育

つんです。まだ思春期が来ていないので

独立要求という段階にはなっていない

のですが。  
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独立要求とは結局、性の要求です。そ

こを満たしてやらないといけません。  

	 ご存じだと思いますが、サルにはマ

ウンティングという行動があります。地

位の高いオスが地位の低いオスの上に

乗って交尾のような格好をすることで

す。人間も同じことをするんです。母親

の上に覆いかぶさったりとかして、母親

に対してマウンティング、自分の地位と

か力を確認する行動をとります。男の子

がお父さんをまたいで上から見下ろし

ているといったこともマウンティング

行動です。それから、お父さんに何かじ

ゃれあっているように見えて肩にのし

かかってくるような行動もです。親は甘

えているなって思うのですが、実は違っ
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ていてマウンティング行動です。俺の方

が上位だぞ、ということを子供は示して

いるのです。  

また、うちの子供の場合ですが、妻と

一緒にお風呂に入りますね。子供の髪を

洗ってあげるわけですよ。ちょうど抱っ

こして髪の毛を洗ってあげるときに、自

分の生殖器や睾丸を妻のお腹にくっつ

けて揺するんです。これはマーキングと

いう臭い付け行動です。お母さんは僕の

もんだよって、唾をつける行動です。動

物は肛門のところに臭いを出す臭腺が

あるでしょう。子供も同じです。そこを

こすりつけて、お母さんは僕のものだと

主張している。この自分のものだという

ことを主張するマーキング、あるいは自
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分の力を確認するマウンティングを子

供はよくやっています。これが、実は性

欲なんです。動物だったらこういうこと

をして、思春期になったら闘うわけです。

テリトリーを拡大していくという自分

の力の確認です。人間も同じです。とこ

ろが、親が「この子は変態だ」とか「な

んていやらしいことするの」と言ってそ

の行動を抑圧すると、性を導き損ねます。

うちの妻が、「自分の性器を、私のお腹

にこすりつけてゆすってくる。すごいス

トレスになるから、あの子と一緒にお風

呂に入りたくない。」と言ってきたこと

があります。そのとき僕は、「それはす

ごく大事なことなんだ」と言いました。

そういうのを「いけません」「だめです」
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と言ってそういう行動をやめさせると、

子供から力を奪うことになるんです。な

ぜかというと、それは子供が力の確認、

自分にはパワーがあるという確認をし

ているわけですから。  

あるいは、うちの子はしょっちゅう服

の上から金玉をさわっているわけです

よ。そのとき、ぜんぜん非難の感覚無く、

「何してるの？どうしてそこ触ってる

の？」って聞いたら、「何かくっついて

いやなの」って言っていました。親がそ

ういうことを問題にしないで、すごく自

然なことだよって過ごしておけば、問題

にはなりません。でも、特にお母さんが

「いけません」「いやらしい」「この子は

変態じゃなかろうか」と言って接すると、
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子供からパワーを奪ってしまいます。独

立要求をちょっとずつ、ちょっとずつ、

根こそぎに絶やしていってしまいます。

子供が性というものはいやらしいもの

だ、何かいけないものだって思ってしま

います。  

子供は時々どうやって子供が生まれ

るのかについて聞いてきます。そのとき

にどうすればいいかについてお話しし

ましょう。アーバン博士が「絶対コウノ

トリの話をするな。」と言っていますが、

本当にこれはいけません。子供が聞いて

きたところまでは、誠実に答えて下さい。 

 

２ヶ月ぐらい前のことですが、子供と

お風呂に入っているとき、子供がうちの
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ペットのサクラって名の雑種の犬のこ

とを聞いてきました。犬は妊娠する時期

が年２回くらいあります。サクラはメス

の犬ですからお尻から血を流している。

その時期になると妊娠する可能性があ

るので、家では可愛そうですけど檻の中

に閉じこめています。子供はそれを不思

議に思って「どうしてサクラは閉じこめ

られたの？」と聞くわけです。そのとき、

ちゃんと話します。「ああいう風になる

と、赤ちゃんが生まれるんだ。放し飼い

にしてて他の犬と交尾をして、赤ちゃん

が出来たら、下手をしたら 15 匹ぐらい

生まれちゃう。育てられないだろう。だ

からあーやって繋ぐんだよ。」  

話が赤ちゃんのことになったので、子
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供は、「どうして子供が生まれるの？」

って聞いてきました。子供は自分が大人

になった時に、自分の精子を奥さんにな

る人に渡す大仕事をしないといけない

ことを、テレビで見て知っているんです。

「生き物地球紀行」とか見てると、しょ

っちゅう動物の交尾シーンとかがある。

そこでアナウンサーが「今、自分の精子

を受け渡しました！」と言っている。だ

から子供は、交尾や生殖行為とはあれだ、

と知ってます。そして、僕ら人間も、子

供を作るときは交尾、性行為というもの

をして子供を産むってことも知ってい

ます。でも、具体的にどうするかは知ら

ないわけです。イカではあるまいし、自

分の手でメスのイカに渡すというよう
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なことはしないわけだから、それは分か

らない。  

それで聞いてくる。「どうして子供が

生まれるのか？」  

それで、きちんと説明します。「メス

のライオンにオスが乗って交尾してい

るだろう。結婚した夫婦は性行為という

のをするんだよ。そして、ああやって精

子をメスの方に、人間だったらお嫁さん

の方に渡すと、精子と卵子がくっついて、

そして増殖して、子宮の中で生まれる。

それは知ってるよね。」と言ったら、子

供は「知ってる」という。図鑑とかを見

ているので、精子と卵子が結合して増殖

して大きくなっていく絵は見ているわ

けです。だからあと問題なのは、どうや
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って精子を受け渡すかという核心の一

点になる。そこで僕は説明しました。「女

の人には、赤ちゃんが産まれるところが

あるんだ。知ってる？それはおしっこが

出る所じゃなくて、それとは別の赤ちゃ

んが通り抜けてくる穴があるんだ。」「赤

ちゃんが出てくるところだよね」「そう

そう。お母さんになる人のそこに、お父

さんになる人が自分の生殖器（子供には

チンポって言いましたけど）を入れて、

睾丸のところにある精子を送り込むと

子供が出来るんだ。」子供に、「ともくん

ね。触ったりするとチンポが固くなるだ

ろう。」「うん。なる。」「なんでチンポが

固くなるか知ってるか？」「分からな

い。」「実は、ふにゃふにゃのチンポだっ
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たら女の人の穴の中に入れられないだ

ろう。」「あーッ。そうか。」「だから固く

なるんだよ。固くなって、そして入れて、

精子が睾丸から出ていって、子宮の中を

通っていって、結合して、赤ちゃんがで

きるんだ。」「‥‥。あーっ。わかったあ。」

という感じで、ものすごく安心するんで

す。それまでは「何で？何で？」といつ

も聞いてきたのが、話した後は何も聞い

てきません。僕が隠さないで、すごく自

然で当たり前のことなんだっていう風

に教えるので、いやらしいことだとか不

自然なことだと思わないんです。本当の

ことを親が自信を持って教えることで、

子供は安心します。  

先にお話ししましたように、子供は普
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段から性行動に繋がる行動をとります。

それは、大人になるための準備で、非常

に大切なことです。これを親が否定しな

い。変態だとか嫌らしいことだとか言わ

ないことが大切です。  

実は、夫婦が非常に不和な家庭とか、

精神的にストレスの多い家庭に育った

子供の中には、男の子も女の子も、最初

の思春期の３、４、５才のときにマスタ

ーベーションを覚える子がいます。普通

は思春期のときに覚えるものです。精神

的なストレスが非常に高まってきたと

き、それを解消するために自然に覚えて

しまいます。これは全然問題のないこと

です。ところが親がそれを見つけると、

「なんてことするのか」とやめさせよう
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とします。「いけないことだ」とか、「恥

ずかしい」と言って、性を導き損ないま

す。このようなときは、それはすごく自

然なことなんだと思って気にしないこ

とです。ただ、家庭の中が平和じゃない

んだな、と思った方がいいです。本当は、

家庭の中が平和でストレスがたまらな

い家庭だと、３才や５才では覚えないも

のです。社会でのストレスが少なくて、

家庭でもストレスがなければ、マスター

ベーションは全然覚えないまま、結婚し

てしまうと思います。でも、現代の社会

は非常にストレス度の高い社会なので、

どうしてもどちらかの反抗期の時に覚

えるのが普通です。これは問題でも性的

倒錯でもなく、成長していくために必然
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的な行動です。  

実は、フロイトが言っているのですが、

子供のうちは性欲は肛門にあります。そ

れをマスターベーションをしたりする

ことで性器の方に移していっているの

です。性器の方に性欲が移っていかなけ

れば、思春期になって生殖行動がとれま

せんから、その方が非常にまずいわけで

す。マスターベーションを覚えた子供に

罪悪感をもたせるようなことをしてし

まうと、意識が肛門のレベルに留まって

しまい、例えば、大人になっても肛門に

対して愛着をもった変態になってしま

います。本当に男性も女性も、性が成熟

するためにマスターベーションを罪悪

視しないことが大切です。  
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うちの子の場合、最初の思春期ではス

トレスがなかったせいかマスターベー

ションを覚えていません。けれども、妻

に睾丸を押しつけたりとかして、自然に

肛門から性器の方に性欲を移行させる

作業をしています。これは非常に大切な

ことをしているわけです。そういうこと

をしないと、思春期になって生殖行動が

とれない人間になってしまいます。とこ

ろが普通の親は、それが変態的行動だと

思ってやめさせようとします。そして、

本来の子供の力、パワーを奪ってしまい

ます。  

力を奪われた子供はどうするかとい

うと、親から奪われた力を他の第三者か

ら奪おうとします。クラスメートの誰か
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から、自分より弱いだれかから奪います。

これがいじめです。  

いじめの本当の原因は、親が子供に芽

生えた性欲を導き損なって、子供のパワ

ーを奪っているからなんです。だから、

絶対にいじめはなくなりません。子供を

ちゃんと育てないと、教室の中のいじめ

をなくすのは不可能なんです。  

子供に本来のパワーがないのはなぜ

かというと、まず、３才から５才のとき

に子供の独立要求を満たしてあげなか

ったからです。この時期の子供に対して、

敬意をもって自分と対等の人間として

扱うことです。自分の子供を尊敬してい

る親がどれくらいいるでしょうか？愛

情は持っているかもしれませんが、敬意
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をもっているといえる方は少ないので

はないでしょうか。例えば、ＮＨＫの「未

来への教室」という番組では、世界のト

ップで活躍している指揮者とか、画家だ

とかが先生になっています。そういう人

の授業は受けてみたいと思いません

か？そして、敬意を払って聴くでしょう。

どんなことを言っているのかなとしっ

かりと耳を傾けるでしょう。子供に対し

ても同じように敬意をもって聴いて下

さい。そういう態度で子供に接したら、

子供は自分が大人として扱われている

ということを自覚して、独立要求を満た

していきます。  

けれどもそのようにできる大人は少

ないように思います。子供が何か言って
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も、「うるさい」「だめでしょ」「いけま

せん」と否定することばかり言います。

そうすると子供は自分の力を奪われる。

その子供は奪われた力を他人から奪お

うとする。そしていじめが起こる。いじ

めの本当の根源は家庭にあります。それ

を教室で解決するのは不可能です。どん

なに子供に「仲良くしなさい」「けんか

したらいけません」と道徳律を先生が教

えても、いじめは絶対になくなりません。

もしその教室からいじめをなくそうと

本気で思ったら、先生が一人一人の子供

に対して敬意をもって接することです。

ところがほとんどの先生は子供を見下

しています。  

例えば、中学校で生徒に向かって先生
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が「おまえら、なにをやっているんだ！」

と言ったりしています。このような明ら

かに生徒を馬鹿にしている言葉がたく

さんあります。尊敬すべき人に対する言

葉ではありません。なぜ、教師が生徒を

馬鹿にするかというと、それは、教師自

身が馬鹿にされて育てられたからです。

馬鹿にされて育ってきたから、人を馬鹿

にするんです。生徒の親も、自分の親や

教師に馬鹿にされて育ってきました。だ

から子供に対して敬意をもって接する

ことができないのです。この循環が非常

に恐いと思います。  

このいじめの鎖を断ち切るためには、

自分の問題の本当の原因に気づいて、改

めて、子供に対して敬意を払って育てる。



 
思春期の親子関係 

[1] 思春期の入り口 
 

65 
 

そうすると、この悪循環を断ち切ること

が出来ます。子供の自立心、独立心を満

たして育てることができる。そうすると

成熟した大人になっていく。子供の性的

な行動を絶対にないがしろにしない。

「子供の性欲」というものを、すごく大

切なものとして自然なものとして受け

とめてあげることです。そうすると子供

は性に対する罪悪感を持ちません。そし

て、自分を大切にする人になります。自

分を尊重されて育った人は、人も尊重し

ます。だから男女間もうまくいくんです。 

ところが子供を育てる大人のなかで、

他人を尊重できる人というのは非常に

少ないように思います。例えば、今の男

性のうちどれくらいが妻を尊重してい
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るかと考えると、とても少ないことが分

かります。ほとんどの男性は、女性のこ

とを馬鹿だと思っているようです。論理

的思考力がなくて、おしゃべり好きで、

つまらないことを井戸端会議やってい

ると。ところが女性から見ると、夫は思

いやりが無くて、自分のことを分かって

くれなくて仕事ばかりやっていると思

っています。そして、女性は 10 年か 20

年くらいすると、愛想をつかしてしまい

ます。初めは男が女を馬鹿にしている。

そのうち女が男を馬鹿にするようにな

る。そして夫婦の間が冷え切ってしまう。

これはどっちが悪いかというと、多分、

男性の方だと思います。先に馬鹿にして

しまっているから。  
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なぜ、このようなことが起こるかとい

うと、私は教育が悪いからだと思ってい

ます。今の教育は、知的な能力を重視し

すぎるんです。速やかに正確に物事が処

理できる能力。問題の本質を見つけ出し

てそれをいかにして解決していくかの

能力。これは男性の能力です。学校の先

生が、頭がいいとか、いい大学に入れる

だとか、そういう男性的な能力を尊重し

すぎていると思います。  

今の時代に要求されているのはそれ

だけの能力ではありません。女性の能力、

相手の気持ちを考えてコミュニケーシ

ョンをとる能力が必要とされています。

実際、コミュニケーション能力に関して

は、女性の方がはるかに上位です。男も
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そういう女性的な能力を拡大していか

ないと、これからの社会では生き残れま

せん。政治の世界でもそうで、これまで

だったら、どこかの国が気に入らなけれ

ばミサイルを打ち込めば良かったんで

す。その国を思うようにできた。これは

男の論理です。力対力。でも、これでは

絶対に解決しないことがあります。政治

の世界でも企業の世界でも、これからの

社会はコミュニケーション能力が必要

です。力で解決する時代はもう終わりま

した。  

女性の脳は人間関係、男性の脳は問題

解決についての能力が本来もっている

力です。この二つの能力はどちらが上で

も下でもない。ところがこれまでの教育



 
思春期の親子関係 

[1] 思春期の入り口 
 

69 
 

では知的な能力をあまりにも重視しす

ぎて女性的な能力、人の気持ちを考え思

いやる能力をないがしろにしてきまし

た。これが、男が女を馬鹿にする最大の

原因だと思います。これからはもっと、

女性的な能力、コミュニケーション能力

を教育の中に組み込まなければいけま

せん。  

思春期は、性の意識が強く目覚める時

期です。言葉をかえて言えば、独立要求

を強く主張する時期と言えます。この時

にもっとも大切なことは、何度も言うよ

うに、子供に対して“ひとりの独立した

人格としての敬意を払って接する”とい

う、このことにつきます。このように独

立要求をしっかりと満たして、性を罪悪
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視させないように正しく導き、例えば今

回紹介した、アーバン博士の「愛のヨガ」

の内容を正しく子供に伝えることなど

の、将来子供が夫婦となって幸せな家庭

を築けるような土台となるしっかりと

した基礎を与える時期なのです。ですか

らこのことは思春期に限ったことでは

ないのですが、特にこの時期に、学校で

は知識や学力や体力に偏って子供を指

導している風潮があるようですが、そう

ではなく、しっかりと将来の幸福な夫婦

関係、親子関係、そして人間関係の基礎

としての性を導くという視点から、もう

一度思春期の子供たちへの接し方を見

直さないといけないと思います。  
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（講演	 2000 年 12 月 17 日	 福岡）  
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転載、引用は自由です。  
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葉がきっとあります。	

 
	

▶ ︎ ガヤトリー・マントラの祈り	   
 

	

人類に授けられたもっとも大切

で最も強力な祈りガヤトリー・

マントラを竹下雅敏氏が詳しく

解説します。	

幸せになるためには、考え方を

変えるのではなく、波動を高め

る！すると、様々なことが好転

し、いつしか幸せを得られるの

です。	



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思春期の親子関係 
（1）思春期の入り口 
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